
５年２組 社会科 「わたしたちの食料生産」  

１．「ふりかえり」のふりかえり  
・当初は「何を書けばいいかわからない」と言っていた子どもたちも、10回を超えるふりかえりの経験で、量・質と 

もに向上してきた。  

・ノートに子の分量で書くと20分ほどかかりますが、タイピングだと5分程度で多くの文字量を記入できる。意欲の 

ある子は自宅で続きを書いている。  

・失敗談を「次に生かせば宝物になる」と価値づけすることで、子どもたちは「失敗してもいい」「挑戦しよう」という 

気持ちを持てている。  

「・・・だけど、少し喋ったりして文章を読むときに少し遅くなってしまったのが反省点です。」 

→「失敗したことが宝物！次に生かしたらいいんだよ！！」  

この価値づけが子どもたちの失敗してもいいんだ！チャレンジしよう！というモチベーションにつながっていま 

す。  

２．スライドカードのまとめ方  
・苦手な子でも「説明モデル」や「まとめ方のモデル」を視覚的に示すことで、安心して学びを進められる。 

・思考ツールを用いた説明練習を通して、情報整理力が向上している。 



 
 

 

３．新しい単元「食糧生産」の説明 



 
 

４．ルーブリックについて  
・学習ゴールとしてルーブリックを先に提示することで、子どもたちは「何をどうまとめればよいか」「どのように説 

明できればよいか」を明確にイメージできている。  

・「S評価」になるには、まとめ方や説明方法を工夫し、おいしい食べ物の魅力をお家の人に伝えられることが目 

標。  

 
 

泰山先生のミニ講座でも作ったルーブリック。学習のゴールとして、先に提示することで、子どもたちはどんな内 

容をどんなふうに学べばいいか、何ができたらよいかはっきりします。  

その点でも、重要かと思います。  

5.子どもの活動スタート（説明１８分ののち）  
・授業者の説明後に、めあての設定・教科書での情報収集を中心に学習を進めた。  

・授業中の声掛け「わからなかったらルーブリックを見直そう」「友だちのまとめを参考にしよう」により、主体的な 

学習を促進。 

  



 
 

６．ふりかえりタイム  
・タイピング中に文章が消えるトラブルもあったが、子どもたちはへこたれず、5分ほどで100〜200字、子によって 

は350字以上を打ち上げる姿が見られた。  

・ふりかえりを「書きっぱなし」にせず、毎時間チェック・フィードバックしていることで、質が向上し、個々の学びの 

深まりにもつながっている。  

 
 

 
 



 
 

このふりかえりも、書きっぱなしでは、ここまで書くようになりません。毎時間、子どもたちのふりかえりを確認・評 

価し、フィードバックしているからこそ、ふりかえりの質も、そして個々の学びの質も向上しているということなので 

す。また、授業者がどんなふうにフィードバックしているか、取り上げたいと思います。 


